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﹇
議
員
提
出
議
案
﹈

　
袋
井
市
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
の
現
状
の
課
題
や
将
来

動
向
な
ど
か
ら
、
今
後
必
要
と
な
る
機
能
な
ど
将
来
の

在
り
方
を
示
す
将
来
構
想
に
対
し
、
課
題
等
を
整
理

し
、
政
策
提
言
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
設
置
す
る
も
の

で
す
。
（
定
数
10
人
）

◎
委
員
長
　
　
大
庭
通
嘉
　
　
委
　
員
　
近
藤
正
美

〇
副
委
員
長
　
太
田
裕
介
　
　
委
　
員
　
竹
村
眞
弓

　
委
　
員
　
　
髙
木
清
隆
　
　
委
　
員
　
黒
岩
靖
子

　
委
　
員
　
　
山
田
貴
子
　
　
委
　
員
　
村
松
和
幸

　
委
　
員
　
　
寺
田
　
守
　
　
委
　
員
　
安
間
　
亨

市
長
及
び
議
員
提
出
議
案
は

い
ず
れ
も
可
決
・
同
意

　
市
議
会
は
、
６
月
定
例
会
を
６
月
３
日
か
ら
６
月
27
日
ま
で
の
25
日
間
の

会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
を
は
じ
め
、
袋
井
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
６
議
案
と
３
件
の
報
告
、
議
員
か
ら
提

出
さ
れ
た
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
８
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解

を
た
だ
し
ま
し
た
。

﹇
市
長
提
出
議
案
﹈

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の

た
め
に
、
12
億
５
２
０
０
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額

は
、
４
１
１
億
１
４
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

〈
第
２
号
〉
（
主
な
も
の
）

●
給
付
金
・
定
額
減
税
一
体
支
援
事
業

·
·
·
·
·
８
億
７
５
２
１
万
円

　
国
の
「
新
た
な
経
済
に
向
け
た
給
付
金
・
定
額
減
税

一
体
措
置
」
実
施
に
伴
う
事
業
費
の
追
加
に
よ
る
も
の

で
す
。

●
道
路
舗
装
予
防
保
全
補
修
事
業
 
１
億
２
３
６
３
万
円

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
内
示
に
伴
う
道
路
舗
装

予
防
保
全
補
修
事
業
の
事
業
費
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

●
予
防
接
種
事
業 

　
·
·
·
·
·
１
億
２
２
０
０
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の
追
加
に
よ
る
も

の
で
す
。

●
袋
井
駅
南
都
市
拠
点
土
地
区
画
整
理
事
業

·
·
·
·
·
１
億
２
１
９
５
万
円

　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
内
示
に
伴
う
袋
井
駅

南
都
市
拠
点
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
費
増
額
に
よ

る
も
の
で
す
。

﹇
債
務
負
担
行
為
﹈

●
月
見
の
里
学
遊
館
ほ
か
１
施
設
指
定
管
理
委
託

　
《
期
　
間
》
令
和
６
年
度
〜
令
和
11
年
度

　
《
限
度
額
》
７
億
１
５
０
０
万
円

●
メ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
委
託

　
《
期
　
間
》
令
和
６
年
度
〜
令
和
11
年
度

　
《
限
度
額
》
２
億
１
０
０
０
万
円

●
袋
井
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

「
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
及

び
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
小
規
模
保
育
事
業
及
び
事

業
所
内
保
育
事
業
に
お
け
る
満
３
歳
以
上
の
児
童
に
対

す
る
職
員
の
配
置
基
準
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
業
務
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
袋
井
市
道
路
等
照

明
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
業
務
委
託
）

《
契
約
相
手
先
》
岩
崎
電
気
株
式
会
社   

静
岡
営
業
所

《
契
約
金
額
》
２
億
３
９
０
３
万
円

（
内
　
　
　
訳
）
令
和
６
年
度 

１
億
８
０
２
９
万
円

令
和
７
年
度
か
ら
令
和
16
年
度
ま

で
（
債
務
負
担
）
５
８
７
４
万
円

《
契
約
期
間
》
令
和
６
年
６
月
28
日
か
ら
令
和
17
年

　
　
３
月
31
日
ま
で

●
袋
井
市
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
売
買
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

　
《
契
約
相
手
先
》
静
岡
森
田
ポ
ン
プ
株
式
会
社

　
《
契
約
金
額
》
２
６
５
１
万
円

　
《
配
備
場
所
》
袋
井
方
面
隊
第
４
分
団

●
人
権
擁
護
委
員

　
11
人
の
う
ち
、
本
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
委
員
に
つ
い
て
、
市
長
が
推
薦
す
る
次
期
の
候

補
者
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
、
原
案
の
と
お
り
同

意
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
３

年
間
で
す
。

　
鈴
木
堅
司 

（
村
松
下
）

人
事
（
敬
称
略
）

総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
将
来
構
想
特
別
委
員
会
の
設
置

議
会
人
事
（
敬
称
略
）

そ
の
他

条
例
の
一
部
改
正
（
主
な
も
の
）

副
議
長
及
び
建

設
経
済
委
員
長
が

次
の
と
お
り
就
任

し
ま
し
た
。

●
副
議
長

村
井
勝
彦

副議長　村井勝彦

※
１

袋井方面隊第４分団に配備される予定の消防ポンプ自動車と同型の車両
（写真は浅羽方面隊第４分団の消防ポンプ自動車）

　
市
議
会
は
、
令
和
６
年
５
月
臨
時
会
を
５
月

15
日
に
開
催
し
、
副
議
長
の
選
挙
や
常
任
委
員

の
所
属
変
更
な
ど
、
新
た
な
議
会
構
成
を
決
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
袋
井
市
外
２
組
合
公
平
委

員
会
委
員
の
選
任
や
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
同
意
し
た
ほ
か
、
専
決
処
分
を
承
認
し
ま

し
た
。

5月臨時会5月臨時会5月臨時会

●
建
設
経
済
委
員
会 

委
員
長

佐
野
武
次

●
常
任
委
員
の
所
属
変
更

総
務
委
員
会
　
太
田
裕
介

民
生
文
教
委
員
会
　
村
井
勝
彦
　
黒
岩
靖
子

建
設
経
済
委
員
会
　
佐
野
武
次
　
鈴
木
賢
和

●
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
補
欠
選
任

佐
野
武
次

　
組
合
議
会
議
員
の
辞
職
に
よ
り
補
欠
選
挙
が
行
わ

れ
、
指
名
推
薦
に
よ
り
次
の
と
お
り
当
選
さ
れ
ま
し

た
。

●
中
東
遠
看
護
専
門
学
校
組
合
議
会
議
員

立
石
泰
広

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
市
長
か
ら
任
命
に
つ

い
て
同
意
を
求
め
る
議
案
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
同
意
し
ま
し
た
。

●
袋
井
市
外
2
組
合
公
平
委
員
会
委
員

松
浦
雄
二
（
高
尾
台
）
新
任

●
袋
井
市
教
育
委
員
会
委
員

鈴
木
万
里
子
（
小
野
田
）
再
任

●
令
和
６
年
度
袋
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

●
袋
井
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
袋
井
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

専
決
処
分

人
事
（
敬
称
略
）

選
挙
（
敬
称
略
）

※１　債務負担行為とは
　   １つの事業や事務が単年度で終了しない場合に、議会の議決を経て、その期間と限度額を定めておく制度です。

　自
治
会
に
よ
っ
て
は

収
集
の
時
間
は
さ
ま
ざ

ま
だ
が
、
月
２
回
の
収
集
に
あ

た
り
早
朝
の
当
番
制
が
多
く
、

働
き
盛
り
や
子
育
て
中
の
人
に

は
負
担
が
多
い
。
立
会
人
が
い

る
と
ご
み
が
出
し
に
く
い
と
い

う
人
も
い
る
。
当
番
制
を
や
め

曜
日
ご
と
に
種
別
の
収
集
日
を

作
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
令
和
２
年
度
に
市
議

会
の
「
ご
み
減
量
化
特

別
委
員
会
」
に
お
い
て
検
討
さ

れ
た
経
緯
が
あ
り
、
全
体
の
４

分
の
１
の
自
治
会
で
立
ち
会
い

を
な
く
す
こ
と
で
分
別
レ
ベ
ル

が
低
下
し
、
自
治
会
役
員
の
負

担
が
増
加
す
る
な
ど
の
意
見
に

よ
り
、
現
在
の
集
団
回
収
の
仕

組
み
を
継
続
し
て
い
る
。
将
来

的
に
は
、
立
ち
会
い
が
い
な
く

て
も
適
切
に
分
別
で
き
る
こ
と

が
望
ま
し
い
た
め
、
職
員
が
各

自
治
会
に
出
向
き
、
資
源
回
収

に
立
ち
会
い
な
が
ら
、
分
別
指

導
を
行
う
な
ど
の
取
組
に
よ
り
、

分
別
意
識
の
向
上
を
図
り
た
い
。

　
子
ど
も
た
ち
が
健
康

で
成
長
す
る
た
め
に
、

地
元
の
栽
培
期
間
中
農
薬
不
使

用
野
菜
や
有
機
農
業
で
作
る
野

菜
、
見
た
目
が
悪
い
だ
け
で
廃

棄
さ
れ
る
野
菜
を
、
学
校
給
食

で
使
っ
て
ほ
し
い
が
方
針
は
ど

う
か
。　「

日
本
一
健
康
文
化

都
市
を
支
え
る
日
本
一

の
給
食
」
を
目
指
し
、
地
元
の

安
全
な
野
菜
で
、
今
後
も
、
安

全
・
安
心
で
お
い
し
い
給
食
を

提
供
し
た
い
。

　介
護
福
祉
施
設
に
お

け
る
携
帯
・
簡
易
ト
イ

レ
の
備
蓄
状
況
の
確
認
と
支
援

は
。

　
各
施
設
の
ト
イ
レ
の

備
蓄
数
は
、
今
後
、
確

認
を
行
い
、
備
蓄
が
少
な
い
施

設
に
は
、
啓
発
活
動
を
行
い
、

発
災
後
施
設
に
お
い
て
不
足
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
支
援
を
し

た
い
。　

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

の
整
備
の
検
討
は
。

　
現
時
点
で
は
、
導
入

し
な
い
方
針
で
あ
る
が
、

能
登
半
島
地
震
で
は
移
動
ト
イ

レ
に
よ
る
助
け
合
い
が
行
わ
れ

た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
の
で
、

今
後
、
全
国
に
お
け
る
導
入
状

況
を
注
視
し
、
ま
た
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
た
活

用
も
含
め
、
導
入
に
関
わ
る
制

度
や
費
用
対
効
果
な
ど
研
究
し

て
い
き
た
い
。

　
子
ど
も
の
意
見
を
聴

取
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
に
、
ど
の
よ
う
な
人
材
を

確
保
し
、
育
成
す
る
の
か
。

　
必
要
に
応
じ
て
外
部

人
材
を
活
用
す
る
こ
と

も
考
え
て
い
る
が
、
主
に
は
学

校
な
ど
に
お
い
て
、
子
ど
も
た

ち
の
意
見
・
議
論
を
引
き
出
す

経
験
を
豊
富
に
積
ん
で
き
た
市

教
育
委
員
会
事
務
局
内
の
指
導

主
事
を
充
て
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

鈴
木 

賢
和
議
員

避
難
所
運
営
を
中
心
と
し
た

災
害
対
策
は

こ
ど
も
基
本
法
の

取
組
状
況
は

問問 答答

問答

　 今
後
、
水
道
施
設
の

老
朽
化
耐
震
化
対
策
の

遅
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。
一
般
会

計
か
ら
の
財
源
を
繰
り
入
れ
て

は
ど
う
か
。

　
水
道
会
計
は
独
立
採

算
に
よ
る
経
営
が
原
則

で
あ
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
補

助
は
考
え
て
い
な
い
。
本
年
度

進
め
る
水
道
料
金
等
懇
話
会
に

お
い
て
今
後
の
水
道
料
金
の
在

り
方
の
意
見
を
ま
と
め
て
も
ら

い
、
方
向
性
を
定
め
て
い
き
た

い
。

　
神
戸
市
長
田
区
で
道

路
か
ら
水
が
噴
き
出
す

事
故
が
発
生
し
た
。
市
内
で
も

同
様
の
事
故
が
起
こ
り
得
る
可

能
性
が
あ
る
の
か
。

　
消
火
栓
の
点
検
は
袋

井
消
防
本
部
で
毎
年
全

て
の
消
火
栓
を
対
象
に
蓋
の
開

閉
、
漏
水
の
有
無
、
開
閉
弁
の

稼
働
状
況
な
ど
を
目
視
や
操
作

確
認
し
て
い
る
。
消
防
団
で
も

水
利
点
検
を
定
期
的
に
行
い
状

況
確
認
し
て
い
る
。

　
雨
水
貯
留
槽
設
置
の

普
及
を
進
め
て
い
く
考

え
は
ど
う
か
。

　 

各
家
庭
に
お
い
て
雨

水
を
一
時
的
に
貯
め
る

雨
水
貯
留
槽
の
普
及
は
、
水
を

貯
め
る
と
い
う
直
接
的
な
治
水

効
果
と
と
も
に
、
流
域
治
水
へ

の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
。
補
助
制
度
を
新
た
に

創
設
し
、
設
置
に
向
け
、
啓
発

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

大
場 

正
昭
議
員

水
道
施
設
の
老
朽
化・

耐
震
化
対
策

気
候
変
動
を
踏
ま
え
た

流
域
治
水
対
策
の
推
進

問答

問答

問答

防災訓練の様子

小学校の複合遊具

教育支援センターひまわりの様子

雨水貯留タンク

　４
月
か
ら
市
内
4
つ

の
中
学
校
で
制
服
が
共

通
に
な
っ
た
。
袋
井
市
が
本
格

的
に
リ
ユ
ー
ス
に
取
組
む
こ
と

を
決
め
た
ら
、
着
る
生
徒
の
意

識
が
変
わ
る
と
想
像
す
る
。
誰

か
後
輩
に
着
て
も
ら
え
る
よ
う
、

大
切
に
し
よ
う
と
思
う
。
自
分

が
使
っ
た
も
の
が
他
者
に
役
に

立
つ
、
循
環
型
社
会
を
作
る
こ

と
に
自
分
も
貢
献
で
き
る
と
の

認
識
が
働
く
。
教
育
的
効
果
が

あ
る
。
市
内
全
域
で
リ
ユ
ー
ス

す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。　

袋
井
国
際
交
流
協
会

が
、
卒
業
生
の
家
庭
な

ど
か
ら
、
再
利
用
で
き
る
制
服

や
ラ
ン
ド
セ
ル
な
ど
を
譲
り
受

け
、
主
に
、
外
国
籍
の
家
庭
に

対
し
提
供
す
る
取
組
を
し
て
お

り
、
保
護
者
同
士
で
融
通
し
て

い
る
場
合
も
多
い
。
市
と
し
て

一
括
し
て
統
一
的
に
取
り
扱
う

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
袋
井
国
際
交
流
協
会

へ
の
、
制
服
な
ど
の
リ

ユ
ー
ス
の
委
託
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

　
連
絡
ア
プ
リ
な
ど
に

よ
り
、
保
護
者
に
対
し

て
協
会
の
取
組
を
周
知
し
て
い

る
ほ
か
、
各
学
校
に
お
い
て
も
、

協
会
と
在
庫
品
の
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
保
護
者
に
情
報
提
供

す
る
な
ど
、
連
携
が
図
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
毎
年
、
多

く
の
学
用
品
な
ど
が
リ
ユ
ー
ス

に
つ
な
が
る
な
ど
、
大
き
な
効

果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

委
託
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

竹
野

　昇
議
員

制
服・ラ
ン
ド
セ
ル・学
用
品

等
の
リ
ユ
ー
ス

問

問答
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袋井国際交流協会に寄付されたランドセル

　近
年
、
度
を
超
え
た

ク
レ
ー
ム
や
要
求
な
ど

の
迷
惑
行
為
が
官
民
問
わ
ず
増

加
し
て
い
る
。
職
員
が
安
心
し

て
業
務
が
遂
行
で
き
る
よ
う
、

ど
う
対
応
し
て
い
る
か
。

　
カ
ス
ハ
ラ
の
監
視
と

抑
制
の
た
め
、来
庁
者
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
も
念

頭
に
置
い
て
、防
犯
カ
メ
ラ
や

録
音
機
能
を
備
え
た
電
話
を
設

置
し
て
い
る
が
、組
織
と
し
て
、

適
切
に
対
応
す
る
体
制
の
整
備

や
ト
ラ
ブ
ル
被
害
を
防
止
す
る

た
め
の
取
組
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
、対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
い
た

め
、先
進
市
の
事
例
も
参
考
と

し
て
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
条
例
の
制
定
に
向
け

て
は
、
直
面
す
る
課
題
に
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
に
対
応
す
る
た
め
、

ま
ず
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
を

進
め
、
条
例
制
定
は
、
民
間
企

業
も
含
め
た
カ
ス
ハ
ラ
防
止
対

策
へ
の
抑
制
や
効
果
な
ど
、
他

の
自
治
体
の
制
定
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

※
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
遊
具
は
、
子
ど
も
た

ち
の
身
体
的
能
力
を
高

め
、
社
会
性
や
道
徳
心
を
育
む

が
、
安
全
点
検
や
老
朽
化
に
よ

り
撤
去
し
た
遊
具
に
は
、
ど
う

対
応
し
て
い
る
か
。

　
毎
月
の
教
職
員
に
よ

る
定
期
点
検
に
加
え
、

専
門
業
者
の
点
検
を
年
２
回
実

施
し
て
い
る
。
遊
具
の
復
旧
は
、

種
類
や
大
き
さ
を
変
更
し
た
更

新
な
ど
を
含
め
、
計
画
的
な
整

備
を
検
討
し
た
い
。

佐
野 

武
次
議
員

職
場
に
お
け
る
※
カ
ス
ハ
ラ
へ
の

対
応
は

小
学
校
の
遊
具

子
ど
も
の
食
育
と
給
食

問答
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　本
市
の
就
学
援
助
制

度
の
表
記
の
仕
方
は
、

他
市
と
比
べ
て
理
解
し
づ
ら
い

た
め
申
請
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。
基
準
額
の
目
安
を

記
載
し
、
保
護
者
目
線
で
の
内

容
や
申
請
方
法
に
す
べ
き
で
は
。

　
金
額
の
基
準
は
、
年

齢
や
家
族
構
成
に
よ
る

た
め
、
金
額
を
載
せ
る
と
誤
解

を
与
え
る
。
そ
の
た
め
、
制
度

の
周
知
を
し
て
相
談
と
い
う
こ

と
で
判
断
を
し
て
い
る
。

　
教
材
の
備
品
化
を
検

討
し
、
家
庭
で
は
最
低

限
必
要
な
物
を
購
入
す
る
こ
と

で
保
護
者
負
担
が
軽
減
で
き
る
。

こ
の
取
組
は
資
源
の
保
全
・
節

約
へ
の
意
識
改
革
に
も
つ
な
が

り
重
要
だ
と
考
え
る
が
。

　
高
額
の
教
材
は
そ
の

必
要
性
も
考
え
、
適
切

に
対
応
し
た
い
。
備
品
化
に
関

し
て
、
教
育
委
員
会
の
所
管
と

し
て
必
要
な
も
の
と
そ
う
で
な

い
も
の
を
し
っ
か
り
区
別
を
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
不
登
校
の
児
童
生
徒

の
学
校
教
育
の
見
直
し

や
経
済
的
負
担
な
く
学
校
外
の

多
様
な
学
び
を
保
障
す
る
こ
と

が
必
要
で
は
。

　
地
域
総
が
か
り
で

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
」
を
目
指
す
中
で
子
ど
も
計

画
を
作
っ
て
い
る
。
不
登
校
の

児
童
生
徒
へ
の
配
慮
も
教
育
課

題
と
捉
え
、
教
育
を
進
め
て
い

き
た
い
。

竹
村 
眞
弓
議
員

教
育
費
の
負
担
軽
減

不
登
校
の
児
童
生
徒
へ
の

学
び
の
在
り
方

問答

問答

問答

黒
岩 

靖
子
議
員

資
源
ご
み
と
埋
立
ご
み
の

収
集
方
法

問答

問答

自治会による資源ごみ収集の様子
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